「その 迷惑なら 一 向に 差支えありません」 

「ワカ ラズ屋 ね。 女に 甘す ぎて はいけ ません わ」 

「悪い ところ は 順次 改める ように 致します が、 とに か 

く、 これ を 御 縁に、 しばらく 交際して いただけません 

ゝ I 

力」 

「無い 縁と 見切る 方が、 ムダが 省け てよ」 

「そこ を まげて 当分 御 辛抱ね が います」 

どうやら 口説き 落して、 当分 交際 を 願う ことと 相 

成った ので ある。 これが 神経衰弱の 原因であった。 彼 

は 恋をした ので ある。 

梅 玉 堂の 悴、 大学 文科 三年 生の 一夫 は オヤ ジの モド 



国鉄から 私鉄に 乗り かえて 山の 登り口の 侘しい 町で 

降りた。 駅前の タ クシ ー に 黒 滝 行き をた のむ と、 運転 

手が 頭 を かいて、 

「今日は バ スが 運転 中止で してね。 雨が 降る とバ スが 

通れな くな るんで すよ。 だからハィ^ -— もムリ なんで 

すがね」 

「せ つ かく 東京から 学術 調査に 来たんだ から ムリ した 

まえよ。 こちら は 考古学の 大 先生、 この 御 婦人が 助手 

で、 ポクが チン ピラ 弟子の カバン 持ち さ」 

出発 前に 旅行 中の 身分 を 定めて きたので ある。 万事 



ロマンチックに いこうと いう 精神であった。 

「そうです か。 そういうお 方なら、 この 土地の ためで 

すから、 やりましょう。 しかし、 黒 滝まで は ハイ^ -1 

は 登れません。 バスの 終点から 四 キロぐ らいまで は 登 

れ ますが、 あと 一 キロ ほど は 歩いて いただかねば なり 

ません。 相当の 山道です よ」 

バスが 運転 中止と いう だけあって、 大変な 悪路で 

あった。 バスの タイヤの 跡が 一尺 以上め りこんで いる。 

車の 速力よりも 歩く 方が 速い ところが 何箇 所 もあって、 

そのたび に 先 廻りして 自動車 を 待ったり、 後 を 押した 

りしなければ ならない。 車の 行ける 限度まで 登る と、 



「モッタ ィ ないから、 ジャガ芋 返しなさい」 

「もら ッ たもの は、 私の 物よ。 犬に やっても 鶏に やつ 

て も、 かま やしないでしょう。 アツ、 そう、 そう。 あ 

なた にいい もの あげる わよ」 

初音 サン は 少年 を 手なずけて、 仕返し してやり ま 

しょうと 考えた。 リュックの 中から アップル パイと 桃 

の カン ヅメを とりだして、 少年 を 部屋へ よびこんで、 

走， （ * た 

「どう？ おいしいで しょう？」 

「センべ の 方が、 うめえ な」 

「これ、 桃よ。 おいしい でしよう」 



「ォレ の ゥチの 桃 はも ッと うめえ」 

「ォ ゥチは どこ？」 

r ォレが 云うても、 おめえ 知る めえ」 

「理窟 ッぼ いわね。 あなたの 村の 人た ち、 みんな、 そ 

う？」 

「ォレ の 村の 者 は、 頭が いいな」 

「あんた、 ちッ とも 可愛くな いわね」 

「東京の 者 は、 こんな もの 食べて るの か」 

「そうよ。 もっと、 もっと、 おいしい もの 食べて る わ 

よ。 ォ センべ だの シャガ 芋の 蒸した のなん か 食べない 

わよ」 



「ええ、 でも、 そう、 にわかに 元に 戻らない わ」 

「ジッ と 目をつぶ ッ てら ッ しゃい」 

「ええ。 耳鳴りが してる のよ」 

初音 サン は 梅 玉 堂の 手首 を 汗が にじむ ほど 握りし め 

ていたの である。 意識が 戻って きた。 後から 抱きしめ 

ている 梅 玉 堂の 体温が しみわたる。 云いよう もない 快 

感 だった。 そこで わざと 一 二分、 まだ 意識 モ— 口— た 

るフリ をした。 可愛い い 罪悪感。 そして、 梅 玉 堂が い 

あ "こ 

としい ような、 なんとなく 仇め いた 気持に なった。 

「もう、 いい わ。 放して ちょうだい」 

「ほんと に、 大丈夫で すか」 



「ありが と。 もう、 いいのよ」 

初音 サン はス タス タと 吊橋 を 渡った。 対岸へ ついて 

も 梅 玉 堂の 足音が きこえな いから 振 向いて みると、 梅 

玉 堂 は 吊橋の 真ン中 へんに 尻モチ ついている。 

「どうかし たんです か」 

「下駄が 片ッ方 見え なくなりまして ねえ。 先祖 代々 履 

き 古して きた 家宝の 下駄ら しいから 探して るんで すが 

…：- J 

「探さな く ッたッ て 分る じゃありません か。 たった 一 

枚の 板の 上です もの。 そこになければ 谷底へ 落 ッこッ 

たのよ」 



キリ ヨウ は 日本に 一 か 二 か、 世が 世なら ミス. ニッポ 

ンで すわ。 分裂 症で ねえ。 一度 は 東京の 病院へ 入院し 

ましたが、 治りません ねえ。 もう 結婚 は あきらめ てい 

ましたが、 ここでお 宅サ マの 息子に めぐりあ うと は、 

神様 は ある ものです わ。 ナニ、 お 互い 病人 同志なら、 

ちょうど、 よかろ。 孫娘 もお 宅サ マの 息子が 気に入つ 

た 様子 だし、 お宅 サ マの 息子 はもう 孫娘に 首ッ タケで 

ね」 

「ゥチ の悴は 大学生で すよ」 

「孫娘 も 女学校に 通って ましたが ね。 あの 病気で は、 

どうせ 学校 はムダ です わ」 
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